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静鉄グループ

しずてつジャストライン
会社紹介

1
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私たち「静鉄グループ」は、『安全・安心・快適のあくなき追求』という経営理念のもと、

静岡の街の活性化の為、生活に密着した様々な事業を展開しております。

2019年には、創立100周年の節目を迎えました。

お客様から永くご愛顧いただける「信頼され、選ばれる静鉄グループ」を目指します。

●社 名

●本社所在地

●事 業 所

●創 立

●資 本 金

●売 上 高

●社 員 数

● 事 業 内 容

静岡鉄道株式会社

〒420-8510静岡市葵区鷹匠一丁目１番１号

静岡鉄道㈱単体：静岡市、藤枝市、沼津市

グループ全体：静岡県全域

1919（大正8年）年５月

18億円

静岡鉄道㈱：601名

※2019年3月期

グループ全体：6,800名

静岡鉄道(株) ：176,282百万円

グループ連結： 17,013百万円

※2019年3月期

ビジネスホテル・介護・カード・民間学童保育）

□鉄道・索道事業 □不動産事業

□附帯事業(広告・ゴルフ場・リゾートホテル・

会社紹介_静鉄グループ1.
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会社紹介_静鉄グループの事業内容1.
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1929（昭和4）年、静岡鉄道株式会社の前身である静岡電気鉄道株式会社の自動車部としてスタートし、

2002（平成14）年に「しずてつジャストライン株式会社」として分社独立。

90余年の歴史と伝統を大切に受け継ぎながら、

静岡県中西部地区の公共交通機関としての使命を担う乗合バス事業を通じて地域とともに歩んで参りました。

しずてつジャストライン株式会社

2002（平成14）年5月1日

2002（平成14）年10月1日

3億5,000万円

72億5,200万円※2019年3月期

代表取締役社長 三浦孝文

679名

乗合旅客運送業（路線バス事業）

貸切旅客運送業（観光バス事業）

旅行業、労働者派遣業

544両（自主運行路線車両含む）

102路線（イベント路線、自主運行路線含む）

1,533km

約3,200万人（年間）
2019年4月1日現在

●社 名

●設 立

●営業開始

●資 本 金

●代 表 者

●従業員数

●事業内容

●車 両 数

●路 線 数

●営業キロ

●旅客数(年間)

● 売 上 高

会社紹介1.
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西久保営業所

鳥坂営業所

小鹿営業所

丸子営業所

岡部営業所

相良営業所

浜岡営業所

唐瀬営業所

清水区

葵区

藤枝市

島田市

掛川市

菊
川
市

焼
津
市

吉
田
町

牧
之
原
市

駿河区

御前崎
市

静岡市

一般路線バス ■車両数：485両

■路線数：76路線

当社は、創業以来約90年間、静岡県中西部地区（静岡市清水区～掛

川市）の一般路線バスを担う会社として、地域の方々の生活を支えて

きました。現在、通勤・通学・通院・お買い物などで、年間約 3,200

万人の方々にご利用いただいております。近年は、ご高齢の方やお子

様方でも乗り降りしやすいよう、乗降時に段差（ステップ）の無い

「超低床ノンステップバス」の導入を行ったり、お客様のご利用状況

をデータ集約し、ダイヤ改定や路線開発に反映させています。その他

にも、時代とともに移り変わる地域やお客様からの様々なニーズに応

えながら、安全性と利便性の向上に日々努めています。

会社紹介_しずてつジャストライン事業内容1.



高速バス ■車両数：26両

■路線数：7路線
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当社は、通勤・通学・通院といった「生活の足」としての需要に応

える一般路線バスに対して、観光・レジャー・お買い物・出張など

の幅広い二―ズに応えるため、高速バスを運行しています。高速バ

スは居住地域のバス停から目的地まで乗り換えなしで「Door to

Door」に移動できる手軽さが魅力。また、他の交通機関と比較して

運賃的にも割安であることから若年層のお客様にも好評をいただい

ています。また、長時間のご乗車でも快適かつ安心にお過ごしいた

だく為の車内設備を充実させている他、路線の特性に合った各種割

引キャンペーンも実施。路線の利便性を向上させることで、事業の

魅力を高め、より多くのお客様から選ばれる交通機関を目指してい

ます。

会社紹介_しずてつジャストライン事業内容1.

・静岡新宿線 ・静岡羽田空港線（申請中）
・東京清水線 ・相良渋谷線 ・静岡甲府線
・静岡横浜線 ・静岡大阪線 ・静岡成田空港線
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空港アクセスバス

自主運行バス ■車両数：18両
■路線数：20路線
■受託市町数：6市町

自主運行バスとは、ご高齢の方の通院
や小・中・高校生の通学など、地域の
生活の足を確保することを目的に各市
町が主体となって運営している路線バ
スです。当社では現在、静岡市・焼津
市・藤枝市など、エリア内の各市町か
ら複数の路線を受託し、運行していま
す。当社では今後も、各市町と連携を
図りながら、公共交通を通じたまちづ
くりに積極的に取り組んで参ります。

イベント輸送

イベント輸送とは、サッカーの試合
や花火大会、資格試験など、特定の
日時に多くのお客様が集中すること
が予想されるイベントに対して、予
め関係各所と調整のうえ、特別ルー
トの路線バス（シャトルバス）を運
行する事業です。現在、当社が定期
的に輸送を行っているイべントには、
「清水エスパルスホームゲーム」や
「安倍川花火大会」などがあります。
こうしたイベント輸送は、フレキシ
ブルな対応ができるバスならではの
強みを生かし、県内外問わず多くの
お客様にご利用いただいております。

会社紹介_しずてつジャストライン事業内容1.

■車両数：15両
■貸切バス事業者安全性評価
■認定制度：★★★

貸切輸送

当社では、グループ会社である静鉄
ジョイステップバスとともに遠足や
社会科見学、部活動、町内会旅行、
社員旅行、冠婚葬祭など、大人数の
団体～小グループに至るまで、様々
なニーズに対応した貸切バスを運行
しています。 当社の貸切バス事業の
特徴は「安全・安心へのこだわり」。
貸切バスの運転を担うドライバーは
路線バスでの安全運転技能を身につ
けた、経験豊富な運転士を抜櫂して
います。当社ではこれからも、お客
様の「大切な想い出づくり」をサ
ポートしていきます。

当社は、県内各地から富士山静岡空
港へ路線バスを運行しています。開
業して10年。国内線・国際線共に就
航便数は年々増加して静岡県の空の
玄関口となっています。
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静岡県

課題

解決策

当社を取り巻く環境

2
収入

支出

収支のまとめ
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出典：静岡県ＨＰより

●静岡県人口

約363.6万人

●静岡県の特徴

静岡県は日本のほぼ中央に位置し、

太平洋に面して東西155キロメートル、

南北118キロメートルの距離、

7,777.43平方キロメートルの面積を有しています。

※2016年（平成28年）10月1日現在

海や山、湖などバラエティに富んだ自然は、

日本の豊かな風土の縮図ともいえます。

遠州灘、駿河湾、相模灘に沿った約500キロメートルの海岸線を南側に、

北側は富士山など3000メートル級の山々からなる北部山岳地帯が、

東西に長い地形を囲んでいます。

山地から流れ出た川が、

天竜川、大井川、富士川となって県土を縦断し、

海岸に注ぐ河口部に肥沃な土地を形成しています。

●静岡市人口

約69.1万人

●焼津市人口

約13.7万人

当社を取り巻く環境_静岡県2.
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静岡市の人口推移

当社を取り巻く環境_静岡県2.

出典：総務省統計局平成27年国勢調査より



焼津市の人口推移

13
出典：総務省統計局平成27年国勢調査より

当社を取り巻く環境_静岡県2.
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出典：清水港客船誘致委員会HPより

当社を取り巻く環境_静岡県2.

清水港富士山静岡空港

国際線就航便及び搭乗者数の増加 客船寄港数及び外国人客の増加

0
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搭乗者数 ■国内線 ■国際線
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～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～
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（単位：百万円）

収

入

■一般路線 ■富士山静岡空港線 ■高速線 ■運送雑収 ■自主運行 ■貸切

当社を取り巻く環境_収入（事業別収入推移）2.

運行欠損補助 482 455 417 504 402 457 489 546 615 604
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（単位：百万円）

当社を取り巻く環境_収入（券種別収入推移）2.

～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～

■通勤 ■通学 ■シニア ■定期外
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当社を取り巻く環境_経費（キロ当経費の推移）2.

（単位：円）

全国（民営）平均

山静ブロック平均

しずてつジャストライン

400

350

300
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当社を取り巻く環境_収支のまとめ2.

■収入

増収へ「定期券利用者の増加」

通勤・通学・高齢者の増加

自主運行バスの増加

空港開港、新道路開通などにより交流人口が増加

都市間高速バスの成長
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当社を取り巻く環境_収支のまとめ2.

■支出

「人件費、運行経費、投資いずれも増加」

運転士不足により採用定着策の強化（処遇改善）

燃料費の増加

安全対策強化（安全対策機器とIT点呼の導入）

ＡＩ、ＩoＴの推進（バスロケーションシステムの導入）

ＢＣＰ対策（防災対策により事業所を移転）
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当社を取り巻く環境_当社の課題（運転士数の推移）2.

■運転士数 ■採用人数 ■退職人数（定年＋任意）

～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～ ～～

（単位：人）
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2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

仕業数／1日

平日 土曜日 日曜日・祝日

当社を取り巻く環境_当社の課題（仕業数の推移）2.



■利用者減少⇒赤字⇒廃止・撤退⇒運行受託して継続
■自治体は運行委託費が年々負担となっているが、次の移動手段

が見いだせない

■少子高齢化（利用者の減少）

■労働力の低下（運転士不足）
人口減少

■人件費 ⇒ 運転士不足への対策＝処遇改善、働き方改革
■安全対策費 ⇒ 安全対策の推進
■投資 ⇒ 施設の老朽化、ＢＣＰ対策、ＩoＴ・ＡＩの推進

運行経費

の増加

自主運行バス

の増加

■静岡空港、清水港の開港（インバウンドの増加）
■新東名、中部横断道、スマートＩＣの開通
■世界遺産認定、新たな観光施設

交流人口

の増加

22

当社を取り巻く環境_当社の課題2.

公
共
交
通
力
の
低
下

人
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
社
会
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当社を取り巻く環境_解決策2.

■人材の確保と育成＝処遇改善、働き方改革（魅力ある職場へ）

■輸送力の高い車両の確保（連節バス、二階建てバス）

■同業他社との連携強化 （管理受委託など）

■新たなモビリティへの挑戦（自動運転バスやＭａａS）

バス会社

■中央⇒各種関係制度の緩和や見直し、各解決策への支援、

外国人労働者

■地方⇒バス以外へのモード転換

■環境整備＝新たなモビリティが走行可能なインフラ

自治体
・

行政

■運転支援機能が優れた安全性の高いバス

■輸送力の高いバスの開発

■自動運転バスLevel4の早期実現

■車両のEV化

自動車
メーカー

公
共
交
通
力
の
向
上

人
が
快
適
に
移
動
で
き
る
社
会
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地区

路線の特徴

導入計画

導入における前提条件

導入後の収支シミュレーション

事業成立性の分析

3
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焼津市は、人口14万人。同市は、少子高齢化が年々進み、高齢化率は28％となっている。「焼津市都市計画マスター

プラン」では、焼津市立病院周辺をまちづくりの「あんしん拠点」と定めている。同病院には、焼津大島線を含む6

つのバス路線が乗り入れている。また、同路線においては大学（静岡福祉大学）もあることから市民のみならず同地

区の地域幹線として、移動サービスの充実を期待されている。同路線の収支状況は利用者も一定数おり現段階では収

支状況に問題は無いが運転士不足の課題は顕在化している。

加えて、焼津市は、過年度より公共交通の課題解決策として自動運転バスに高い関心をしめしており、この計画の導

入に向けて様々な協力体制が期待できることも含めて、自動運転バスの実証運行路線として選定した。

施 設 利 用 者 備 考

焼津市立病院 24万人／年間 2018年度

焼津大島線（バス） 38万人／年間 90便／平日（2018年度）

ＪＲ焼津駅（鉄道） 335万人／年間 189便／平日（2018年度）

事業成立性の分析_地区（環境：焼津市の人口など）3.

焼津市立病院とＪＲ（焼津駅）を結ぶ二次交通を想定。



系統名称 現金 磁気カード ＩＣカード ＩＣ定期 全国ＩＣ 合計 構成比
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事業成立性の分析_路線の特徴（焼津大島線の利用実績）3.

焼津大島線（利用及び支払券種）

焼津駅前⇔静岡福祉大学 31,032 195 16,758 32,434 17,046 97,465 26.0%

焼津駅前⇔焼津市立病院 19,674 121 11,301 6,614 10,920 48,630 12 .9%

焼津駅前⇔大島 65,850 362 53,662 62,839 46,761 229,474 61.1%

合計 116,556 678 81,721 101,887 74,727 375,569 100.0%

構成比 31.0% 0.2% 21.8% 27.1% 19.9% 100.0%

2018年度（人）
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焼津大島線（運行経路）

●焼津駅

●焼津市立病院

事業成立性の分析_路線の特徴（環境：焼津大島線の運行経路）3.

焼津駅前

焼津郵便局前

JA焼津支店

保健センター

登呂田

小川宿

小川東

小川

小川南

天野医院前

祢宜島

祢宜島南

焼津市立病院前

道原市立病院入口

大富三和

静岡福祉大学入口

本中根

大島新田

焼津駅

焼津市立病院

静岡福祉大学

大島新田
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事業成立性の分析_路線の特徴（走行環境）3.

走行環境
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事業成立性の分析_導入計画（ビジネススキーム）3.
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回 送

実 車

運
転

ト
ラ
ブ
ル

停車・通過の案内

運賃の収受

乗降のフォロー(車イス)

お客様トラブル対応

事故・災害時の対応

サ
ー
ビ
ス

現 状

運転士

システム

車掌

拡大期

（2023～2024）

システム

将来像

（2025）

運転士

運転士

運転士システム

導入期

（2020～2022）

事業成立性の分析_導入計画（計画）3.

その他
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事業成立性の分析_導入における前提条件3.

運転士

車掌

大型バス

自動運転バス

前

提

条

件

6人

現 状

0人

5台

0台

（2020）

6人

導入期

0人

4台

1台

（2021）

5人

1人

4台

1台

（2022）

5人

1人

4台

1台

（2023）

4人

拡大期

2人

3台

2台

（2024）

4人

2人

3台

2台

（2025）

4人

将来像

0人

3台

2台

運

行

体

制

車

両

体

制

【運行体制の考え方】

〇導入期（2020～2022）
・2020年度は、運転士が乗務
・2021年度からは、車掌がバスに乗務

〇拡大期（2023～2024）
・2023年度からは、車両を２台にして運行

〇将来像（2025～）
・2025年度以降は、システムのみで運行

【車両体制の考え方】

〇導入期は５台中１台を自動運転バスとする

〇拡大期以降は、５台中２台を自動運転バス
とする
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●パターン① ※運賃収入のみ

事業成立性の分析_導入後の収支シミュレーション3.

収

支

状

況

（
単
位
：
千
円
）

現 状

（2020）

導入期

（2021） （2022） （2023）

拡大期

（2024） （2025）

将来像

収

入

運
送
費

運賃収入

広告収入

雑収入

計

運転士

その他（事務・整備）

車掌

計

燃料油脂費

車両修繕費

保険料

施設賦課税

その他経費

一般管理費

営業外費用

自動走行装置費

遠隔監視システム利用料

計

経費（人件費＋運送費）

利益

参考：売上高人件費比率

65,185 65,185 65,185 65,185 65,185 65,185 65,185

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0
65,185 65,185 65,185 65,185 65,185 65,185 65,185

27,745 27,745 23,121 23,121 18,497 18,497 18,497

8,491 8,491 8,491 8,491 8,491 8,491 8,491

0 0 3,650 3,650 7,300 7,300 0

36,236 36,236 35,262 35,262 34,288 34,288 26,988

5,781 5,897 5,897 5,897 6,012 6,012 6,012

5,533 5,644 5,644 5,644 5,754 5,754 5,754

751 766 766 766 781 781 781

438 438 438 438 438 438 438

13,608 13,608 13,608 13,608 13,608 13,608 13,608

5,012 5,012 5,012 5,012 5,012 5,012 5,012

169 169 169 169 169 169 169

0 8,000 4,800 2,880 10,160 6,960 2,880

0 1,200 1,200 1,200 2,400 2,400 2,400

31,292 40,733 37,533 35,613 44,335 41,135 37,055

67,528 76,969 72,795 70,875 78,622 75,422 64,042

△2,343 △11,784 △7,610 △5,690 △13,437 △10,237 1,143

55.6% 55.6% 54.1% 54.1% 52.6% 52.6% 41.4%

人
件
費

2018年度運送収入実績（会計値）

自動走行装置を2,000万円／台（償却期間5年）
として計上

システム料を年間120万円／台として計上

自動運転バス導入時に１台に対して10％増として計上

自動運転バス導入時に１台に対して10％増として計上

自動運転バス導入時に１台に対して10％増として計上

運転士は6人工で計上

単位：千円
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●パターン② ※広告収入あり

事業成立性の分析_導入後の収支シミュレーション3.

収

支

状

況

（
単
位
：
千
円
）

現 状

（2020）

導入期

（2021） （2022） （2023）

拡大期

（2024） （2025）

将来像

収

入

運
送
費

運賃収入

広告収入

雑収入

計

運転士

その他（事務・整備）

車掌

計

燃料油脂費

車両修繕費

保険料

施設賦課税

その他経費

一般管理費

営業外費用

自動走行装置費

遠隔監視システム利用料

計

経費（人件費＋運送費）

利益

参考：売上高人件費比率

65,185 65,185 65,185 65,185 65,185 65,185 65,185

0 2,400 2,400 2,400 4,800 4,800 4,800

0 0 0 0 0 0 0

65,185 67,585 67,585 67,585 69,985 69,985 69,985

27,745 27,745 23,121 23,121 18,497 18,497 18,497

8,491 8,491 8,491 8,491 8,491 8,491 8,491

0 0 3,650 3,650 7,300 7,300 0

36,236 36,236 35,262 35,262 34,288 34,288 26,988

5,781 5,897 5,897 5,897 6,012 6,012 6,012

5,533 5,644 5,644 5,644 5,754 5,754 5,754

751 766 766 766 781 781 781

438 438 438 438 438 438 438

13,608 13,608 13,608 13,608 13,608 13,608 13,608

5,012 5,012 5,012 5,012 5,012 5,012 5,012

169 169 169 169 169 169 169

0 8,000 4,800 2,880 10,160 6,960 2,880

0 1,200 1,200 1,200 2,400 2,400 2,400

31,292 40,733 37,533 35,613 44,335 41,135 37,055

67,528 76,969 72,795 70,875 78,622 75,422 64,042

△2,343 △9,384 △5,210 △3,290 △8,637 △5,437 5,943

55.6% 53.6% 52.2% 52.2% 49.0% 49.0% 38.6%

人
件
費

2018年度運送収入実績（会計値）

自動走行装置を2,000万円／台（償却期間5年）
として計上

システム料を年間120万円／台として計上

自動運転バス導入時に１台に対して10％増として計上

自動運転バス導入時に１台に対して10％増として計上

自動運転バス導入時に１台に対して10％増として計上

運転士は6人工で計上

※広告収入 240万円／台 (年間）

単位：千円
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●パターン③ ※広告収入、雑収あり

事業成立性の分析_導入後の収支シミュレーション3.

収

支

状

況

（
単
位
：
千
円
）

現 状

（2020）

導入期

（2021） （2022） （2023）

拡大期

（2024） （2025）

将来像

収

入

運
送
費

運賃収入

広告収入

雑収入

計

運転士

その他（事務・整備）

車掌

計

燃料油脂費

車両修繕費

保険料

施設賦課税

その他経費

一般管理費

営業外費用

自動走行装置費

遠隔監視システム利用料

計

経費（人件費＋運送費）

利益

参考：売上高人件費比率

2018年度運送収入実績（会計値）65,185 65,185 65,185 65,185 65,185 65,185 65,185

0 2,400 2,400 2,400 4,800 4,800 4,800

0 8,000 4,800 2,880 10,160 6,960 2,880

65,185 75,585 72,385 70,465 80,145 76,945 72,865

27,745 27,745 23,121 23,121 18,497 18,497 18,497

8,491 8,491 8,491 8,491 8,491 8,491 8,491

0 0 3,650 3,650 7,300 7,300 0

36,236 36,236 35,262 35,262 34,288 34,288 26,988

5,781 5,897 5,897 5,897 6,012 6,012 6,012

5,533 5,644 5,644 5,644 5,754 5,754 5,754

751 766 766 766 781 781 781

438 438 438 438 438 438 438

13,608 13,608 13,608 13,608 13,608 13,608 13,608

5,012 5,012 5,012 5,012 5,012 5,012 5,012

169 169 169 169 169 169 169

0 8,000 4,800 2,880 10,160 6,960 2,880

0 1,200 1,200 1,200 2,400 2,400 2,400

31,292 40,733 37,533 35,613 44,335 41,135 37,055

67,528 76,969 72,795 70,875 78,622 75,422 64,042

△2,343 △1,384 △410 △410 1,523 1,523 8,823

55.6% 47.9% 48.7% 50.0% 42.8% 44.6% 37.0%

人
件
費

自動走行装置を2,000万円／台（償却期間5年）
として計上

システム料を年間120万円／台として計上

自動運転バス導入時に１台に対して10％増として計上

自動運転バス導入時に１台に対して10％増として計上

自動運転バス導入時に１台に対して10％増として計上

運転士は6人工で計上

※広告収入 240万円／台 (年間）

※自治体より運行支援
→自動運転走行装置の償却費用相当分

単位：千円



35

技術(車両性能)

事業成立性

運営面

運行面

社会環境

まとめ

課題と解決策

4
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焼津大島線では、技術的な課題としてＪＲ焼津駅のバスターミナル

と焼津市立病院内のターミナルの走行環境が最もリスクが高い。

走行環境の整備に着手する必要がある。

◆想定される課題 ◆解決の方向性

システム 電波障害（ＧＰＳなど） 磁気マーカーの設置

認知 信号のない交差点、横断歩道、
自転車や歩行者

自動運転バス用の信号を設置 車外への注意喚起機能を設置

判断 障害物の回避(駐車車両など)、
対向車

必要に応じて遠隔操作

操作 立席客への対応 車内映像で乗客の状態を確認し注意喚起

その他 夜間、荒天時の運行、
バスジャック

シミュレーションの繰り返しと対策の実行（連絡体制）

技
術(

車
両
性
能)

の
課
題

課題と解決の方向性_技術（車両性能）4.
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◆想定される課題 ◆解決の方向性

収入
導入段階でどの程度の
収益があるか 収益状況の基準を設ける

イニシャル・
コスト

車両価格（高額）
増収施策の実施
行政による補助制度の設立
増産とともに価格が低下する可能性有ランニング・

コスト
車両修繕費、人件費（補助乗務す
る運転士及び運行管理者の教育）

運転士の技能 乗務する運転士が限定される
可能性

運転士の
ストレス

補助乗務する補助運転士の
心理的なストレス

複数の運転士に教育し乗務できる体制を構築

事
業
成
立
性
の
課
題

運
営
面
の
課
題

勤務管理 乗務する運転士への偏り

運行管理者 複数の運行管理が必要 定期的に運行管理者を育成する

課題と解決の方向性_事業成立性・運営面4.
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◆想定される課題 ◆解決の方向性

安全性
事故発生時の対応、不審物、
不審者の発見時

シミュレーションと対策訓練

運行時間 速度調整、
時間調整（定時制の確保）

シミュレーションを繰り返すことで技術精度を高める

運行管理 緊急時における運行中断の判断、
事故及びトラブルの対応運

行
面
の
課
題 運転士 補助運転士の心理的なストレス 複数の運転士に教育し育成する

乗客 乗客側の自動運転バスに対する
心理的なストレス、車イス対応

事前告知と無料体験乗車会の開催。車イス対応は車掌が行う

道路整備
ＧＰＳが受信できない場合
（自治体：道路管理者） 磁気マーカーの設置（焼津駅BT、焼津市立病院BT）

バス停整備 障害物がある可能性
（自治体：道路管理者）

バス停の改良、移設

信号設備 交差点における信号協調（警察） 自動運転バス用の信号を設置

社
会
環
境
の
課
題

通信設備 ＧＰＳが受信できない場合 通信環境の整備

地域環境 自治体と行政の理解と協力 実証実験、無料体験乗車会などの開催

制度整備 関係法令 制度の改定

課題と解決の方向性_運行面・社会環境4.
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◆乗客の安全確保と車内サービスの維持
路線バスは、不特定多数が利用するためあらゆる乗客への対応がある。

例えば、車イスの乗降扱いや行先や運賃、時刻問い合わせや運賃収受が日常的に行われているため、車掌は自動運転バスにおいても

必要とされる。車掌をなくした完全無人化の自動運転バスを実現するためには、それらを自動化する機能が更に必要である。

◆導入すべき路線の選択基準

自動運転バスを導入することで将来的に運転士不足は解消されるが、利用者が少ない路線やコミュニティバス、補助金で運行を維持

している路線では、自動運転バスへの置き換えで赤字は改善されても、採算性はとれない。そのため各自治体、事業者が自動運転バ

ス導入を希望する路線の選択には一定の基準が必要である。

また、自動運転バスを走行可能とするために道路整備など多額な投資がかかる場合も、結果として高コストとなり採算性が低くなる

可能性が高い。

◆バス路線網の再編
地域におけるバス事業全体の収益性を高めるためにも、自動運転バスをどこの路線に導入すべきか慎重に検討すべきである。

同時に幹線と支線の切り分け必要。また、今後MaaSとの連携も積極的に検討していくために、あらゆるデータ活用が重要と考える。

◆採算性
自動運転バスの価格が下がれば普及に繋がるが、完全無人化にならなければ効果は発揮されない。

加えて、運行経費を考慮すると「車両のEV化」が望ましい。

課題と解決策_まとめ4.
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自動運転バス実現に向けた課題

自動運転バスが実現した姿まとめ

5
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自動運転
バス実現に
向けた課題

事業成立性

まとめ_自動運転バス実現に向けた課題5.

安全性

サービス 環境整備

制度整備
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新たなモビリティサービスの創出

・運転士不足の軽減

・働き方改革

・運行コストの削減（人件費）

…自動運転バスが実現すると

安全で円滑な
道路交通

社会
人が快適に
移動できる

社会

社会問題の
解決と新たな
サービスの

創出

まとめ_自動運転バスが実現した姿5.
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官民ITS構想・ロードマップ

自動車運転の安全技術ガイドライン

静岡型 MaaS導入に向けた取り組み

参 考

6

焼津市地域公共交通網形成計画



44【出典】官民ITS構想・ロードマップ 内閣官房IT総合戦略室

官民ITS構想・ロードマップ(自動運転、モビリティサービスに係る社会的期待)6.



45【出典】官民ITS構想・ロードマップ 内閣官房IT総合戦略室

官民ITS構想・ロードマップ(官民ITS構想・ロードマップの方向性)6.



46【出典】官民ITS構想・ロードマップ 内閣官房IT総合戦略室

官民ITS構想・ロードマップ(将来のＭaaS像)6.



47【出典】限定地域での無人自動運転移動サービスにおいて 旅客自動車運送事業者が安全性・利便性を確保するためのガイドライン（国土交通省）

自動運転車の安全技術ガイドライン(概要)6.
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【出典】限定地域での無人自動運転移動サービスにおいて 旅客自動車運送事業者が安全性・利便性を確保するためのガイドライン（国土交通省）

自動運転車の安全技術ガイドライン(自動車運転の安全性に関する要件)6.



49

静岡型ＭaaS導入に向けた取り組み6.

【出典】静岡型MaaS基幹事業実証プロジェクト
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静岡型ＭaaS導入に向けた取り組み6.

【出典】静岡型MaaS基幹事業実証プロジェクト
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静岡型ＭaaS導入に向けた取り組み6.

【出典】静岡型MaaS基幹事業実証プロジェクト
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静岡型ＭaaS導入に向けた取り組み6.

【出典】静岡型MaaS基幹事業実証プロジェクト
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静岡型ＭaaS導入に向けた取り組み6.

【出典】静岡型MaaS基幹事業実証プロジェクト
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静岡型ＭaaS導入に向けた取り組み6.

【出典】静岡型MaaS基幹事業実証プロジェクト
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静岡型ＭaaS導入に向けた取り組み6.

【出典】静岡型MaaS基幹事業実証プロジェクト
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静岡型ＭaaS導入に向けた取り組み6.

【出典】静岡型MaaS基幹事業実証プロジェクト



57

静岡型ＭaaS導入に向けた取り組み6.

【出典】静岡型MaaS基幹事業実証プロジェクト
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静岡型ＭaaS導入に向けた取り組み6.

【出典】静岡型MaaS基幹事業実証プロジェクト
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焼津市地域公共交通網形成計画6.
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焼津市地域公共交通網形成計画6.
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焼津市地域公共交通網形成計画6.


